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伊 藤 尚 (常山学院大)
人矧 こ最も近い霊長類 (サル)の,各柾臓器における
各種薬物の代謝 ･解毒に関与する酵素 (特にグルタチオ
ンを柿酵系とする転移酵素)を中心として,その折製を
おこない.その分子的諸性状を明らかにし,解毒扱構の
解明をはかることを目的として研究をおこなった｡
まず,サルの肝臓.心臓.腎脱,節.牌脱,脂,血披,
筋肉を,plI7.5のリン酸援街液中でそれぞれホモジナ
イズした後 35,000×gで1時間遠心し.その上前区分
を透析したものについて.グルタチオン S-ア)ル トラ
ンスフェラーゼの活性をnrl定したところ.従丸 肝臓に
存在すると思われていた この酵累が.脳および門脇に
ち.比較的多血に存在することがわかった｡
また.DEAE-セルローズ.CM-セルローズ.セファ
デックス G-100等の クロマトグラフィーにより.肝脳
から同酵累を純粋に取出し.ポリアクリルアミドゲルデ
ィスク電気泳動法により分子丘を測定した ところ.約
55,000であり.二つのサブユニットからなることがわか
った.また.この酵弟の.至通pHは8.5付近であり.
50?C.60分ではば完全に失活する,比較的不安定な酵素
であることも.明らかになった｡更に.グルタチオン放
似体で ある.γ-グルタミルシステイニルアラニンや γ-
グルタミルシステイニルロイシンも同砕身;の川蝉苅とな
り得ることが判明し. AF-2や 4NPO等の菜物も/ル
タチオンと抱合することも明らかとなった｡以上の研究
は人体における解毒枚構の解明や酵素反応扱柄の解析に
新たな手がかりを与えるものと思われる｡
限買上隆起 (弓)と頬骨下顎筋との関係
富川 敏雄 (東京瓜工大)
調査したサルは6位｡そのうち.ジョフロイクマリン
とクモザルの規骨下顎筋は城骨弓型.践る4柾は眼芯型
であった｡バタスモンキーは種名が少し不明であった
が.矧符下顎筋節二屈は限苗上弓緑に通しないので.班
名は正しかった｡ゲノンの頬骨下顎筋節二屑は限'GS上弓
に達し.明瞭な艇の発達がみられた｡カブシソも同様で
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